
カ
ー
な
ど
が
連
携
し
、
患
者
さ
ま

の
状
態
に
合
わ
せ
た
療
養
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
」

リ
ハ
ビ
リ
専
門
病
棟
で
透
析
も

　
「
当
院
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門

病
棟
が
あ
る
た
め
、
透
析
を
行

な
っ
て
い
る
方
で
も
、
脳
血
管
疾

患
や
骨
折
な
ど
に
よ
る
（
回
復
期

の
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
患
者
さ
ま
お
一
人

お
ひ
と
り
の
症
状
や
状
態
に
合
わ

せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
体
調

の
変
化
を
み
な
が
ら
、
立
位
や
歩

行
、
日
常
生
活
動
作
能
力
（
Ａ
Ｄ

Ｌ
）
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

透
析
治
療
が
必
要
な
方
は
、
ふ

れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
」。

■
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・５
８
６・１
７
１
７

各
専
門
職
が
結
集

　
「
透
析
治
療
は
、
月
曜
日
か
ら

土
曜
日
ま
で
、
午
前
・
午
後
の
２

ク
ー
ル
で
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

透
析
患
者
さ
ま
が
体
調
変
化
を
生

じ
た
際
に
は
、
入
院
加
療
も
可
能

で
す
。
当
院
で
は
、
地
域
の
医
療

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、『
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
』『
障

害
者
施
設
等
一
般
病
棟
』『
医
療

療
養
病
棟
』
を
備
え
、
幅
広
く
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
医
師
・
看
護

師
・
臨
床
工
学
技
士
・
管
理
栄
養

士
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・

言
語
聴
覚
士
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

　
（
透
析
担
当
ス
タ
ッ
フ
）「
当
院

で
は
、
血
液
を
一
旦
、
体
外
に
出

し
て
、『
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
』
と

い
う
半
透
膜
を
介
し
て
、
老
廃
物

や
水
分
を
除
去
す
る
『
血
液
透
析

治
療
』
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
」

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
人
工
透
析
治

療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
担
当
ス
タ
ッ
フ
に
、
同
院

の
治
療
体
制
に
つ
い
て
、
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふれあい鶴見ホスピタルの透析ベッド

各専門療法士が効果的なリハビリを実施

な
ど
の
腎
臓
自
体
に
異
常
が
起
こ

る
も
の
と
、「
糖
尿
病
（
糖
尿
病

性
腎
症
）」「
高
血
圧
」「
動
脈
硬

化
（
腎
硬
化
症
）」
な
ど
、
全
身

病
に
よ
っ
て
腎
臓
に
障
害
が
生
じ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
場
合
も
、
ゆ
っ
く
り

進
行
し
ま
す
。
腎
臓
の
機
能
が
正

常
の
人
の
３
分
の
１
以
下
に
な
る

と
「
腎
不
全
」、
さ
ら
に
悪
化
し

て
10
分
の
１
以
下
に
な
る
と
「
尿

毒
症
」と
い
う
状
態
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
進
む
と
、
排
出
さ
れ
る

べ
き
老
廃
物
や
毒
素
が
血
液
中
に

溜
ま
り
、命
に
関
わ
る
病
態
で
す
。

　

こ
の
危
機
的
状
況
を
回
避
す
る

た
め
に
、
人
工
透
析
療
法
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

し
て
、左
右
一
対
で
存
在
し
ま
す
。

　

24
時
間
休
み
な
く
働
い
て
お

り
、
全
身
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
血

液
を
ろ
過
し
て
「
尿
」
を
作
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
体
内
の
水

分
量
を
調
節
し
た
り
、
ホ
ル
モ
ン

を
分
泌
し
て
、
血
圧
や
赤
血
球
の

調
節
を
し
て
い
ま
す
。

「
腎
不
全
」「
尿
毒
症
」
で
透
析

　

こ
の
よ
う
に
、
腎
臓
は
と
て

も
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
腎
臓
は
、
病
気

に
な
っ
て
も
症
状
が
現
れ
に

く
く
、「
沈
黙
の
臓
器
」
と

い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　

腎
臓
の
病
気
に
は
、「
腎

炎
」「
腎
結
石
」「
腎
臓
が
ん
」

　
「
透
析
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
病
気
で
十
分
に
働
か
な
く

な
っ
た
人
間
の
腎
臓
の
役
割
を
、

医
療
機
器
が
代
わ
っ
て
行
な
う

「
人
工
透
析
療
法
」
の
こ
と
で
す
。

尿
の
生
成
や
血
圧
の
調
整

　

腎
臓
の
位
置
は
、
腰
の
少
し
上

の
あ
た
り
で
、
背
中
側
に
あ
る
臓

器
で
す
。
そ
ら
豆
の
よ
う
な
形
を

施
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
。
当
院
で
は
、
起
床

か
ら
就
寝
ま
で
の
全
て
の
日
常
生

活
動
作
（
食
事
・
着
替
え
・
歯
磨

き
・
整
容
・
排
泄
な
ど
）
を
「
リ

ハ
ビ
リ
」
と
と
ら
え
、
必
要
に
応

じ
て
全
て
の
場
面
で
サ
ポ
ー
ト
し

な
が
ら
、
身
体
機
能
の
評
価
を
し

て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
退
院
後
も
、
引
き
続
き
サ

ポ
ー
ト
は
受
け
ら
れ
ま
す
か
？　

　

Ａ
．
も
ち
ろ
ん
で
す
。
安
心
し

て
在
宅
生
活
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
退
院
前
か
ら
家
屋
の
改
修
・

補
助
器
具
導
入
の
調
査
や
、
ご
自

宅
の
状
況
（
段
差
な
ど
）
に
合
わ

せ
て
強
化
す
べ
き
リ
ハ
ビ
リ
内
容

の
見
極
め
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
申
請
の
お
手
伝
い

も
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
　
　
　
医
療
社
会
サ
ー
ビ
ス
部

☎
０
４
６
７・２
３・１
１
１
１
㈹

神
奈
川
県
鎌
倉
市
御
成
町
９
の
５

　

入
院
期
間
は
、
最
大
１
８
０
日

（
疾
患
・
状
態
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
）、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
は
、
１

日
最
大
３
時
間
で
す
。

　
Ｑ
．そ
の
３
時
間
と
い
う
の
は
、

規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
厚
労
省
に
よ
っ
て
、
１
日

最
大
３
時
間
ま
で
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
当
院
で
は
、
患
者
さ
ま
の

体
の
負
担
を
考
慮
し
な
が
ら
、
連

続
が
難
し
け
れ
ば
、
数
回
に
分
け

て
短
く
実
施
し
、
長
時
間
可
能
な

場
合
に
は
、
60
分
×
３
回
な
ど
と

組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
以
外
の
実

疾
患
、
呼
吸
器
疾
患
を
抱
え
て
、

集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ま
が

入
院
対
象
の
病
棟
で
す
。

　

当
院
に
は
、
脳
神
経
外
科
を
専

門
と
す
る
河
面
吉
彦
院
長
や
整
形

外
科
医
が
お
り
ま
す
の
で
、
幅
広

い
リ
ハ
ビ
リ
に
対
応
で
き
ま
す
。

　
Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
リ
ハ
ビ
リ
を

ど
の
程
度
実
施
す
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．「
急
性
期
治
療
」
を
終
え

た
患
者
さ
ま
に
対
し
て
、
少
し
で

も
元
の
状
態
に
近
づ
き
、
社
会
復

帰
で
き
る
よ
う
に
、
効
果
的
な
リ

ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
貴
院
の
病
棟
の
中
で
、「
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
」に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
脳
卒
中
な
ど
の
脳
血
管
疾

患
や
、
骨
折
な
ど
に
よ
る
運
動
器

　

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
は
、
一
般
病
棟
（
58
床
）、
障
害
者
施
設
等
一
般
病
棟

（
48
床
）、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
（
50
床
）
が
あ
り
、
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
病
棟
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
同
院
ス
タ
ッ
フ
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

主な在宅支援サービス

■ 訪問診療
医師の定期的な診療や検査

■ 訪問看護

■ 訪問介護
ヘルパーなどによる生活介助

■ 訪問リハビリテーション
リハビリ専門スタッフ（理学療法士・
作業療法士・言語聴覚士）による
自宅でのリハビリテーションの提供

■ 通所リハビリテーション
自宅から施設に通って、日帰りで
リハビリテーションを受ける

居宅介護支援事業所
ケアマネジャーが介護計画書（ケアプラン）
を立案して、マネジメントなどを行なうところ

看護師の定期的な訪問や
健康管理
看護師の定期的な訪問や
健康管理

ん
。
こ
の
よ
う
な
不
安
を
補
い
、

さ
ら
に
地
域
で
包
括
的
な
医
療
体

制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、「
在

宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
が
拡
充
さ
れ

て
い
ま
す
。

介
護
保
険
も
利
用
で
き
る

　

国
の
介
護
保
険
制
度
が
開
始
し

て
か
ら
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
増
え

ま
し
た
。
医
師
が
自
宅
に
来
て
定

期
的
に
診
療
を
行
な
う
「
訪
問
診

療
」
や
、
自
宅
で
看
護
師
の
健
康

管
理
が
受
け
ら
れ
る
「
訪
問
看

護
」、
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
生
活
介

助
を
受
け
る
「
訪
問
介
護
」、
理

学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語

聴
覚
士
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
が
自
宅
で
施
術
す
る
「
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
＝
上
表
参
照
。

　

退
院
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
退

院
後
の
支
援
ま
で
継
続
し
て
行

な
っ
て
い
る
医
療
機
関
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

経
難
病
、
重
度
の
肢
体
不
自
由
、

あ
る
い
は
慢
性
腎
不
全
の
透
析
患

者
な
ど
を
対
象
に
し
た
「
障
害
者

施
設
等
一
般
病
棟
」、
そ
し
て
、

脳
血
管
疾
患
ま
た
は
大
腿
骨
骨
折

の
手
術
後
な
ど
に
集
中
的
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
要
す
る
患
者

の
た
め
の
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」が
あ
り
ま
す
。

　

病
棟
や
疾
患
に
よ
っ
て
入
院
期

間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ

り
、
患
者
本
人
に
と
っ
て
退
院
に

よ
り
、
そ
の
後
の
生
活
に
不
安
を

抱
え
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

退
院
後
の
ケ
ア
の
必
要
性

　

病
棟
に
は
、
内
科
・
外
科
な
ど

の
疾
患
や
け
が
で
入
院
療
養
を
行

な
う
「
一
般
病
棟
」
の
ほ
か
、
神

　

高
齢
者
が
多
い
日
本
で
は
、
病

院
な
ど
の
医
療
機
関
で
入
院
療
養

を
終
え
た
後
に
お
け
る
自
宅
で
の

サ
ポ
ー
ト
（
在
宅
支
援
）
の
充
実

化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

在
宅
（
日
常
生
活
を
送
る
自
宅
や
施
設
な
ど
）
で
の
医
療
・
介
護
サ
ポ
ー
ト
は
、
今
や

欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
病
院
を
退
院
し
た
直
後
の
高
齢
者
は
、
不
安

を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
支
援
を
充
実
化
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
ま
す
。

これまでのご体験校  ● 城郷高校 ● 白山高校 ● 元石川高校 ● 鶴見中学校

ふれあい横浜ホスピタル
横浜市中区万代町2-3-3 

医療法人
回生会

☎045-681-5101（担当：看護部・山岡）
kango-yokohama@fureai-g.or.jp問合・申込

対象：中学生・高校生 看護師の体験

● 血圧・体温・脈拍・  呼吸の測定
● 車椅子の介助● ストレッチャー移送● 洗髪・手浴・足浴・清拭  の介助 など

主な体験内容

「看護師ってどんな仕事？」「僕も看護師になりたい！」ー。
そんな思いをもつ地域の学生を対象に、
一日看護体験を実施しています。
実際に白衣を着て体験できるので、
将来の姿を描きやすく保護者からも人気です。
看護スタッフとの懇談会も
設定されているので、ぜひ体験を！

「看護師ってどんな仕事？」「僕も看護師になりたい！」ー。
そんな思いをもつ地域の学生を対象に、
一日看護体験を実施しています。
実際に白衣を着て体験できるので、
将来の姿を描きやすく、保護者からも人気です。
看護スタッフとの懇談会も
設定されているので、ぜひ体験を！

ふれあい鶴見ホスピタル
横浜市鶴見区東寺尾4-4-22 

医療法人社団
康心会

☎045-586-1717（担当：看護・渡邉、リハビリ・畑山）
tsurumi@fureai-g.or.jp問合・申込

対象：中学生・高校生 看護師・リハビリテーションセラピストの体験

日時・人数は応相談！ お気軽にお問合せください♪

リハビリテーション実施の場で
セラピスト体験
リハビリテーション実施の場で
セラピスト体験

看護業務の一つ
「車椅子の介助」の様子
看護業務の一つ
「車椅子の介助」の様子

参加者の感想
「想像していたより、看護師さんの役割が大きいことに驚きました」（中２女子）
「リハビリなどで患者さんを支えるセラピストの仕事がわかりました」（高２女子）

横須賀

横浜

川崎

新子安

大船

磯子東戸塚東戸塚

関内

茅ケ崎 ふれあい横浜ホスピタル

JR「関内」または
地下鉄「伊勢佐木長者町」徒歩３分

最寄駅

ふれあい鶴見ホスピタル

JR・京急「新子安」
無料シャトルバス約５分

最寄駅

相模湾

東京湾

リ
ハ
ビ
リ
入
院
中
に
も
透
析
治
療
が
可
能

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル（
取
材
協
力
）

　
　
沈
黙
の
臓
器
・
腎
臓
の
働
き
と

　
　
　
　
　  

透
析
が
必
要
な
病
気
に
つ
い
て

　
　
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」

    

生
活
動
作
の
全
て
が
リ
ハ
ビ
リ
に
な
る
病
棟

退
院
後
の
不
安
を
解
消
す
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス

医療レポート
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JR横須賀線「東戸塚駅」西口から
無料シャトルバス５分
（徒歩では「東戸塚駅」西口から15分）
横浜新道「川上IC」または
「今井IC」から５分（無料駐車場あり）

電車

交通アクセス

車

【施設概要】土地・建物の権利形態：通常借家契約・自動更新条項あり（契約期
間：2037年7月9日迄）/敷地面積：6605.51m2/延床面積：7515.79m2
（うち有料老人ホーム5422.14m2：鉄筋コンクリート造・地上7階建）/住居
の権利形態：利用権方式（返還金制度あり）/開設日：2007年10月1日/５室
募集（全112室）/入居一時金：1,700万円～3,200万円（１人）/管理費：
163,429円～230,476円（１人）/食費：1日3食30日の場合（90食分）
61,920円/入居資格：65歳以上の自立または要支援・要介護/事業主：（有）
湘南ふれあいの園/広告有効期限：2020年7月13日

シニアホテル東戸塚 検索
０１２０-３５-２２４０フリーダイヤル

受付時間９：００～１８：００

神奈川県横浜市戸塚区
上品濃１６ｰ１５

住宅型有料老人ホーム

シニアホテルシリーズふれあいグループ

資料請求・見学・お問合せ

シニアホテル
　東戸塚サウスウイング

ご入居までの流れ 見学・入居相談 面 談 体験入居など 書類などの最終確認 ご入居生活スタート！

     JR    
「東戸塚」駅
無料シャトルバス

分

タイプA

月額利用料
（食費込）

入居一時金

２２万
  ５，３４９円～

１，７００万円～

居室
例自由な生活と将来の介護準備自由な生活と将来の介護準備

「住宅型」なので、自宅で過ごすのと同じよう
な自由な生活があり、介護が必要になっても退
去の必要はありません。さらに周囲にはケアマ
ネ、訪問看護・介護・リハビリ、福祉用具レンタ
ルなどの事業所が集まっているので、安心の
老後を迎えられます。

「住宅型」なので、自宅で過ごすのと同じよう
な自由な生活があり、介護が必要になっても退
去の必要はありません。さらに周囲にはケアマ
ネ、訪問看護・介護・リハビリ、福祉用具レンタ
ルなどの事業所が集まっているので、安心の
老後を迎えられます。

かなり広めな２４．８m2！

各階には「多目的ルーム」も！

ご入居者様
募集中！
資料請求受付中！

医療グループに所属しているので、多くの連携
病院があり、特に「ふれあい東戸塚ホスピタル」
からは２４時間のサポートがあります。常駐の介
護士、専属の看護師、連携病院からの理学療法
士などをはじめとする専門スタッフによる充実
のサポートで、安心感ある日々が送れます。

医療グループに所属しているので、多くの連携
病院があり、特に「ふれあい東戸塚ホスピタル」
からは２４時間のサポートがあります。常駐の介
護士、専属の看護師、連携病院からの理学療法
士などをはじめとする専門スタッフによる充実
のサポートで、安心感ある日々が送れます。

理学療法士による
リハビリ体操（無料）は週３回！

３６５日２４時間の医療連携　３６５日２４時間の医療連携　

横浜新道

品濃橋
東戸塚駅

湘南医療大学

西口

ふれあい
東戸塚
ホスピタル

サウス
ウイング

シャトルバス
乗り場

シャトルバス
乗り場

　

○
…
今
年
４
月
、「
康
心
会
汐

見
台
病
院
」（
横
浜
市
磯
子
区
）

に
着
任
し
、
毎
週
火
曜
日
午
後
・

水
曜
日
午
前
・
木
曜
日
午
前
の「
内

科
」
の
外
来
診
療
を
担
当
し
て
い

ま
す
。「
体
調
が
悪
い
患
者
さ
ま

の
症
状
や
ご
様
子
な
ど
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
検
査
が
必
要
な
の
か
、

そ
し
て
専
門
診
療
科
で
の
診
察
の

必
要
性
な
ど
を
含
め
て
、
診
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」。

　

○
…
ロ
シ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の

夫
を
も
ち
、
家
庭
で
は
会
話
は
全

て
英
語
と
い
い
ま
す
。「
名
前
の

表
記
が
ゴ
ル
ベ
ヴ4

な
の
で
、
患
者

さ
ま
か
ら
『
先
生
を
ど
う
呼
べ
ば

い
い
で
す
か
？
』
と
聞
か
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、『
ヴ
』
は

ロ
シ
ア
語
の
『
ｖ
』
で
、
聞
こ
え

は
『
フ
』
に
近
い
音
に
な
り
ま
す

の
で
、『
ゴ
ル
ベ
フ
（
44

先
生
）4』
と

呼
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
ニ
ッ

コ
リ
。
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
夫

と
の
生
活
で
、
必
須
と
な
る
の
が

言
葉
の
選
択
と
意
思
疎
通
の
確
認

だ
そ
う
で
、「
こ
れ
は
医
療
現
場

で
も
多
く
を
活
か
し
、
大
切
に
考

え
て
い
ま
す
。
病
状
や
治
療
方
針

を
説
明
す
る
際
に
、
自
分
で
は
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
表
現
し
た
つ

も
り
で
も
、
患
者
さ
ま
が
本
当
に

内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い
る

か
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
思
い
込
み
で
『
ご
理
解
い
た

だ
け
た
だ
ろ
う
』
と
い
う
こ
と
は

せ
ず
、
長
い
お
話
に
な
る
時
な
ど

は
、『
こ
こ
ま
で
お
わ
か
り
に
な

り
ま
し
た
か
？
』『
少
し
で
も
わ

か
ら
な
い
こ
と
、
も
し
く
は
ご
不

安
な
内
容
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

話
の
途
中
で
も
、
ご
遠
慮
な
く
お

聞
き
く
だ
さ
い
』と
お
声
を
掛
け
、

ご
不
明
点
が
あ
れ
ば
、
異
な
る
表

現
で
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
で
き

る
限
り
何
度
で
も
説
明
す
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

○
…
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
で
医
療
環
境
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
る
中
、「
感
染
予
防
を

徹
底
化
し
て
い
く
べ
き
情
勢
の
渦

中
に
お
い
て
は
、
な
る
べ
く
安
全

を
重
視
し
て
診
療
を
行
な
う
よ
う

に
配
慮
す
る
こ
と
も
、
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
」と
真
摯
に
語
り
、

「
磯
子
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
の

方
々
に
、
寄
り
添
っ
た
医
療
が
提

供
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

と
、熱
意
を
込
め
て
続
け
ま
し
た
。

ゴルベヴ 美菜子  医師
 （ゴルベヴ みなこ）　　　　

康心会汐見台病院
【 内 科 】

日本病院総合診療医学会 認定医
労働衛生コンサルタント ほか

  

一
つ
ひ
と
つ
、丁
寧
な
確
認
で

　
　 

着
実
な
診
療
を
心
掛
け
る
医
師

こ
の「
人
」に
聞
く

晴れた日は屋上で体操の実施も

恒
例
の
お
花
見
イ
ベ
ン
ト

楽
し
い
手
先
の
訓
練
は
意
欲
的
に
な
る

す
。
病
院
に
は
、
内
科
・
外
科
・

整
形
外
科
・
脳
神
経
外
科
な
ど
、

ご
高
齢
の
方
が
か
か
る
こ
と
が
多

い
診
療
科
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の

で
、
リ
ハ
ビ
リ
中
に
万
が
一
の
こ

と
が
あ
っ
て
も
安
心
で
す
。

　

そ
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
各
部
門
の
専
門
セ
ラ
ピ
ス
ト

機
能
の
障
害
に
は
、
理
学
療
法
士

が
専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
担
当

し
、
作
業
療
法
士
は
、
日
常
生
活

動
作
の
訓
練
や
認
知
症
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
口
腔
ケ
ア
や
発
語
練
習
に
長

け
た
技
術
を
も
つ
言
語
聴
覚
士

は
、
一
人
ひ
と
り
の
口
腔
状
態
を

見
極
め
て
、
丁
寧
な
訓
練
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
よ
り　

　
「
当
施
設
は
、
病
院
（
医
療
法

人
社
団
康
心
会
・
ふ
れ
あ
い
鶴
見

ホ
ス
ピ
タ
ル
）
に
併
設
さ
れ
て
い

る
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で

つ
な
が
り
、
体
が
不
自
由
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
家
に
こ
も
り

が
ち
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
高
齢

者
が
、
社
会
活
動
を
再
開
す
る
た

め
に
、
き
っ
か
け
と
な
る
意
味
を

も
ち
ま
す
。

障
害
ご
と
に
専
門
訓
練

　

当
然
、
こ
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
病
院
内
に
あ
る

の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
の
国
家
資
格
を

も
つ
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
本

格
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

骨
折
や
脳
梗
塞
で
起
き
る
運
動

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
だ
け
で

な
く
、自
宅
ま
で
の
送
迎
や
入
浴
、

食
事
の
ほ
か
、楽
し
い
集
団
体
操
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
活
動
の
再
開
に

　

集
団
体
操
は
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
楽
し
み
な

が
ら
体
を
動
か
す
こ
と

で
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体

作
り
に
な
り
ま
す
。
そ

の
上
、
集
団
生
活
を
送

る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
の

「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

で
は
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
リ
ハ
ビ
リ

　

病
院
内
に
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置
し
て
い
る
ふ
れ
あ
い
鶴

見
ホ
ス
ピ
タ
ル
。
医
療
機
関
の
中
に
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
施
設
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
な
が
ら
、
楽
し
く
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

が
、
お
一
人
お
ひ
と
り
の
状
態
を

確
認
し
て
、
効
果
的
な
内
容
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
来
所
中
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
だ

け
で
な
く
、
魅
力
的
な
お
食
事
を

提
供
し
た
り
、
季
節
を
感
じ
る
催

事
な
ど
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
以
外
の
こ
と
で
も
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
春
夏

秋
冬
に
わ
た
っ
て
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
病
院
内
に
は
『
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
』
も
併
設
し
、
専

属
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
お
り
ま

す
の
で
、
介
護
相
談
・
利
用
相
談

が
で
き
ま
す
。

　

見
学
や
体
験
利
用
は
随
時
、
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」。

■
取
材
協
力

　
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ちょっとのぞいてみました
高 齢 者 施 設病院

通所リハ

ふれあい鶴見ホスピタルでは、通所リハビリテーションの利用者
を募集しています。施設の見学や詳細・リハビリの具体的な
相談は直接、ふれあい鶴見ホスピタルにお問合せください。

国家資格をもつセラピスト（理学療法士・作業療法士・言語聴覚士）が、
専門的な訓練を楽しく実施できるようにメニューを考案しています。

ふれあい鶴見ホスピタル ☎045-586-1725鶴見区東寺尾
4-4-22

Vol.7

イベントや食事だけでなく、
ご利用者さまが

楽しく訓練できるように、
リハビリ内容に季節感を
取り入れています。

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
身
体
機
能
の
訓
練
だ
け
じ
ゃ
な
く

　
　
　
　
　
　
　

 

　
“
楽
し
さ
”も
重
要
視
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康心会汐見台病院

☎045-761-3587
［月-土／8:00～17:00］

磯子区汐見台1-6-5
受診予約

久良岐
公園

磯子駅

屏風浦駅

屏
風
ヶ
浦

バ
イ
パ
ス

屏
風
ヶ
浦

バ
イ
パ
ス

汐見台
交番前
汐見台
交番前

16

ココ

無料
シャトルバス
運行中！

無料
シャトルバス
運行中！

康心会汐見台病院
循環器内科

岡田 秀雄 副院長

尿
病
・
高
脂
血
症
の
対
策
が
必
要

で
す
の
で
、
定
期
的
に
健
診
や
人

間
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
け
て
、
自
分

の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と

が
、
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

当
院
（
康
心
会
汐
見
台
病
院
）

の
循
環
器
内
科
で
は
、
同
じ
医
療

グ
ル
ー
プ
の
心
臓
治
療
専
門
の

「
大
和
成
和
病
院
」
と
密
接
な
連

携
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
横
浜
市
立

大
学
附
属
病
院
と
協
力
体
制
を
敷

い
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
ご
受
診

い
た
だ
け
る
環
境
を
用
意
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
心
配
な
症
状
や
ご

不
安
を
お
も
ち
の
方
は
、
当
院
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

を
行
な
い
ま
す
。
冠
動
脈
の
入
口

ま
で
カ
テ
ー
テ
ル
を
入
れ
て
、
そ

の
中
に
さ
ら
に
細
い
管
を
入
れ
、

血
栓
を
吸
引
し
ま
す
。

　

血
管
が
詰
ま
っ
て
い
る
部
位

は
バ
ル
ー
ン
で
広
げ
、
そ
こ
に

「
ス
テ
ン
ト
」
と
い
う
薄
い
筒
状

の
金
属
を
血
管
内
に
留
置
し
て
、

傷
つ
い
た
血
管
を
補
強
し
ま
す
。

　

Ｑ
．
心
筋
梗
塞
を
予
防
す
る

方
法
は
あ
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
心
筋
梗
塞
の
危
険
因
子

は
、「
動
脈
硬
化
」
で
す
。
動
脈

硬
化
を
引
き
起
こ
す
要
因
で
あ

る
肥
満
・
喫
煙
・
高
血
圧
・
糖

の
筋
肉
が
壊
死
し
て
し
ま
う
状
態

が
「
心
筋
梗
塞
」
で
す
。

　
Ｑ
．
心
筋
梗
塞
を
起
こ
す
と
、

ど
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
る
の
で

す
か
？

　

Ａ
．
突
然
、
胸
痛
を
起
こ
す
場

合
と
、
少
し
ず
つ
胸
痛
が
出
て
く

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

胸
痛
は
、お
さ
ま
る
こ
と
な
く
、

冷
や
汗
が
出
た
り
、
恐
怖
感
を
と

も
な
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
心
筋
梗
塞
に
は
、
ど
の
よ

う
な
治
療
を
行
な
う
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
多
く
は
、「
カ
テ
ー
テ
ル
」

と
い
う
細
い
管
を
使
用
し
て
治
療

　
Ｑ
．「
心
筋
梗
塞
」
と
い
う
病

気
は
、
心
臓
が
ど
う
い
う
状
態
に

な
っ
て
い
る
病
気
な
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
心
臓
の
筋
肉
に
栄
養
（
血

液
）
を
供
給
し
て
い
る
大
事
な
血

管
が
あ
り
、
そ
れ
を
「
冠
動
脈
」

と
い
い
ま
す
。
こ
の
冠
動
脈
が
傷

つ
き
、
そ
こ
に
「
血
栓
」
が
で
き

る
こ
と
で
血
液
が
流
れ
な
く
な

り
、
そ
こ
か
ら
先
の
部
分
の
心
臓

　

動
脈
硬
化
が
引
き
起
こ
す
病
気
は
多
く
、
特
に
心
臓
で
は
「
心
筋
梗
塞
」

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
康
心
会
汐
見
台
病
院
で
循
環
器
内
科
を
担
当
し
て
い
る

岡
田
秀
雄
副
院
長
に
、心
筋
梗
塞
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。       〈
取
材
協
力
〉

血管が
詰まって
心筋梗塞へ

血流

血流

血流コレステ
ロールなど

赤血球

加齢、
喫煙・肥満
などが原因

血栓

健康な冠動脈（血管）健康な冠動脈（血管）

し
て
治
り
に
く
い 

な
ど

予
防
は
生
活
改
善
か
ら

　

動
脈
硬
化
の
原
因
は
、
加
齢
以

外
に
、
肥
満
や
喫
煙
な
ど
の
生
活

習
慣
の
悪
化
に
あ
り
ま
す
。
予
防

の
た
め
に
、
早
い
う
ち
か
ら
生
活

習
慣
の
改
善
を
意
識
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

日
常
生
活
に
、
30
分
程
度
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
な
ど
の
有

酸
素
運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
太
り
に
く
い
体
質
を
作
っ
て

い
き
、
若
い
う
ち
か
ら
予
防
が
で

き
ま
す
。

　

中
高
年
の
場
合
は
、
あ
ま
り
激

し
過
ぎ
る
運
動
が
危
険
な
人
も
い

る
の
で
、
自
分
に
と
っ
て
無
理
の

な
い
適
度
な
運
動
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

病
院
で
は
、治
療
だ
け
で
な
く
、

予
防
内
容
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

血
管
の
不
安
や
疑
問
は
、
循
環
器

内
科
な
ど
で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

く
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
が
動
脈

硬
化
で
す
。

症
状
が
出
や
す
い
と
こ
ろ

　

動
脈
硬
化
を
起
こ
し
て
い
る

と
、
ま
ず
、
脳
・
心
臓
・
足
に
症

状
が
出
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

▽
脳め

ま
い
／
頭
痛
／
耳
鳴
り
／

手
足
の
し
び
れ
／
し
ゃ
べ
り

に
く
い
／
力
が
入
ら
な
い 

な
ど

▽
心
臓

動
悸
／
息
切
れ
／
疲
れ
や
す
い 

な
ど

▽
足足

の
冷
え
／
歩
行
時
の
太
も

も
裏
側
や
ふ
く
ら
は
ぎ
の
痛

み
／
足
を
ひ
き
ず
る
／
軽
い

刺
激
で
も
傷
に
な
り
、
化
膿

血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
る

　
「
動
脈
」
は
、
酸
素
や
栄
養
素

を
た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
新
鮮
な
血
液

を
、
心
臓
か
ら
送
り
出
す
大
切
な

血
管
で
す
。血
管
の
内
壁
は
、元
々

血
液
が
ス
ム
ー

ズ
に
流
れ
る
よ

う
に
、
と
て
も

滑
ら
か
な
状
態

に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

と
こ
ろ
が
、

そ
の
血
管
が
硬

く
な
っ
て
、
内

壁
に
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
が

溜
ま
る
と
、
血

液
の
流
れ
が
悪

　
「
動
脈
硬
化
」
と
は
、
老
化
現

象
を
起
こ
し
た
血
管
が
、
硬
く

な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
こ
れ

に
は
、
加
齢
と
長
年
の
生
活
習
慣

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

も
参
加
で
き
る
の
で
、
と
て
も

賑
わ
い
、
毎
年
、
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
催
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
３
６
５
日
の
医
療
連
携

　

小
規
模
な
有
料
老
人
ホ
ー
ム

で
あ
り
な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い
グ

ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
る
た

め
、
連
携
医
療
機
関
が
多
く
、

日
常
的
な
健
康
管
理
か
ら
、
い

ざ
と
い
う
時
の
入
院
対
応
ま

で
、
24
時
間
３
６
５
日
に
わ
た

る
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
病
院
所
属
の
リ

ハ
ビ
リ
療
法
士
が
定
期
的
に
来

館
し
、
通
院
せ
ず
と
も
入
居

ホ
ー
ム
で
、
病
院
で
実
施
し
て

い
る
の
と
同
じ
よ
う
な
リ
ハ
ビ

リ
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

 　
　

＊　
　
　

＊

　

入
居
対
象
は
、
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
「
自
立
」
か
ら
「
要

介
護
５
」
ま
で
。
現
在
、
見
学

や
入
居
相
談
を
受
け
付
け
中
で

す
。
大
船
駅
か
ら
湘
南
モ
ノ

レ
ー
ル
「
湘
南
町
屋
駅
」
下
車

徒
歩
５
分
に
あ
る
古
都
鎌
倉
の

風
情
感
じ
る
ホ
ー
ム
で
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
を
！

　
「
ナ
ー
シ
ン
グ
ロ
ー
ズ
ヴ
ィ

ラ
鎌
倉
」
は
、
神
奈
川
県
を
中

心
に
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教

育
を
展
開
す
る
「
ふ
れ
あ
い
グ

ル
ー
プ
」
が
運
営
し
て
い
る
介

護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

小
規
模
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
を
大
切
に
し
て
お
り
、
季

節
イ
ベ
ン
ト
は
、
ホ
ー
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
の
よ
う
に
楽
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

◇
イ
ベ
ン
ト
で
暮
ら
し
に
彩
り

　

イ
ベ
ン
ト
は
館
内
で
開
催
さ

れ
る
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
昼

食
を
兼
ね
た
外
出
先
で
の
遠
足

気
分
の
も
の
や
、
手
先
の
リ
ハ

ビ
リ
に
な
る
生
花
、
思
い
出
の

歌
を
歌
う
歌
唱
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
の
三
大
イ
ベ

ン
ト「
納
涼
祭
」「
敬
老
会
」「
新

年
会
」
に
は
、
入
居
者
の
家
族 七夕飾りの前で七夕飾りの前で

敬老会（余興）敬老会（余興）

お問合せ

ナーシング
ローズヴィラ
鎌倉
鎌倉市上町屋７３３１ー

☎0467
（42）8666

湘南モノレール湘南モノレール

北鎌倉駅北鎌倉駅

304

32

鎌倉中央公園鎌倉中央公園

大船駅
湘南町屋駅

ココ

　 

命
に
関
わ
る
病
気「
心
筋
梗
塞
」の

　
　
　
　 

症
状
・
治
療
法
・
予
防
に
つ
い
て

康
心
会
汐
見
台
病
院
　
循
環
器
内
科
　
岡
田
秀
雄 

副
院
長

　
　
加
齢
と
生
活
習
慣
が
原
因
の

　
　
　
　
　
　
動
脈
硬
化
を
予
防
し
よ
う
！

茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパス

問
合
せ

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
神奈川県茅ヶ崎市南湖１‒６‒１１

☎0467-88-6611
茅ケ崎駅北口から徒歩１８分

サポートしている患者
さまが歩ける

ようになったり、『回復し
て退院できたよ』

というお言葉を頂戴した
時、できなかったことが

少しでもできるように
なった瞬間に、

感動とやりがいを感じ
ています。

リハビリの成果が出た時
は、達成感でいっぱいで

患者さまの回復を自分
のことのように

喜んでいます。こうし
たやりがいを感じるこ

と自体が、

『セラピスト』の仕事をし
ていく上で、大切なモチ

ベーションとなっていま
す。

サポートしている患者
さまが歩ける

ようになったり、『回復し
て退院できたよ』

というお言葉を頂戴した
時、できなかったことが

少しでもできるように
なった瞬間に、

感動とやりがいを感じ
ています。

リハビリの成果が出た時
は、達成感でいっぱいで

患者さまの回復を自分
のことのように

喜んでいます。こうし
たやりがいを感じるこ

と自体が、

『セラピスト』の仕事をし
ていく上で、大切なモチ

ベーションとなっていま
す。

卒業生セ
ラピス

ト
より

時代が求める
医療の職業

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士に
にご興味のある方は、
セラピスト養成校no本校へ！

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士に
ご興味のある方は、
セラピスト養成校の本校へ！

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

り
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
の
成
果
が
出

た
時
、
自
分
の
考
え
で
良
い
結
果

に
導
く
こ
と
が
で
き
た
時
は
達
成

感
が
あ
り
ま
す
。
心
か
ら
セ
ラ
ピ

ス
ト
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う

瞬
間
で
す
。
患
者
さ
ま
の
回
復
は

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
く
、

こ
う
し
た
感
動
は
日
々
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

　

セ
ラ
ピ
ス
ト
を
目
指
す
な
ら
、

実
績
あ
る
同
校
で
！

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
は
、
医
療
セ
ラ
ピ
ス
ト

の
養
成
校
で
す
。
同
校
を
卒
業

し
、
現
在
、
医
療
現
場
で
活
躍
し

て
い
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
）

は
、患
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
、

や
り
が
い
と
感
動
で
胸
を
満
た
す

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
（
同
校
卒
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
）「
患

者
さ
ま
が
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た

問
合
せ

茅ヶ崎看護専門学校
神奈川県茅ヶ崎市今宿３９０

☎0467-86-6011
茅ケ崎駅からバス停「辻東」下車徒歩５分 茅ケ崎駅

1

新湘南バイパス

ココ

6／20   13：00～16：00

7／4   10：00～12：00

※状況により、開催中止となる場合がございます。必ずホームページまたはお電話でご確認の上、お申込み・ご来場ください。

学校説明会

入試説明会

公式ホームページ
または

下記お電話にて承ります

参加申込み
過去問題集を
プレゼント！！

来場者特典来場者特典

看護体験の実習があります♪

看護体験の実習があります♪

土

土

茅ヶ崎看護専門学校

♪♬

　

本
校
の
入
試
説
明
会
は
、毎
年
、

参
加
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
方
が
本

校
を
受
験
さ
れ
ま
す
。
学
力
試
験

の
傾
向
か
ら
、
面
接
試
験
の
ポ
イ

ン
ト
ま
で
、
し
っ
か
り
と
丁
寧
に

説
明
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。

　

な
お
、
各
説
明
会
で
は
、
来
場

者
限
定
で
過
去
の
入
試
問
題
集
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
看
護
系
受
験

を
考
え
て
い
る
人
は
、
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
は
、
６

月
20
日
㈯
に
学
校
説
明
会
、
７
月

４
日
㈯
に
入
試
説
明
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
の
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
す
。「
看
護
師
に

興
味
を
も
つ
高
校
生
や
、
看
護
職

へ
の
転
職
を
考
え
始
め
た
社
会
人

の
方
な
ど
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
看
護
学
校
を
詳
し
く
知
り
、

さ
ら
に
看
護
に
つ
い
て
も
学
べ
る

内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

横浜新道

東戸塚駅

ココ
問
合
せ

湘南医療大学

湘南医療大学
神奈川県横浜市戸塚区上品濃１６ｰ４８

☎045-821-0115
東戸塚駅西口から徒歩１２分

※ウイルス感染の拡大防止のために、開催方式を変更する場合がございます。
　詳しくは、ホームページでご確認の上、ご来場ください。

今年、受
験を検討

している
方や

高校１～
２年生、

保護者の
方まで、

本校の学
びをしっ

かりと知
ることが

できる良
い機会で

すので、

ぜひご参
加くださ

い。

オープン
キャンパス

６月２７日（土）

   開催！

●各学科の体験授業、実習体験
●過去問題を使った
  入試対策説明会
●学内見学ツアー
●学生トークライブ など

●各学科の体験授業、実習体験
●過去問題を使った
  入試対策説明会
●学内見学ツアー
●学生トークライブ など

数
多
く
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
学
科
の
体
験
授
業
や
実
習
体

験
、
過
去
問
題
を
使
っ
た
入
試
対

策
説
明
会
、
学
内
見
学
ツ
ア
ー
、

学
生
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
な
ど
、
充
実

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。

　

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の

詳
細
は
、
同
大
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
公
式
ア
プ
リ
（
無
料
）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

湘
南
医
療
大
学
（
横
浜
市
戸
塚

区
）
は
、
６
月
27
日
㈯
に
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

時
間
は
10
時
か
ら
15
時
で
、
入
退

場
は
自
由
で
す
。

　

受
験
生
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
、

医
療
系
に
進
学
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
高
校
１
・
２
年
生
の
ほ
か
、

保
護
者
も
対
象
に
、同
大
で
の「
学

び
」が
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
、

学
校
説
明
会
・
入
試
説
明
会

看
護
師
を
目
指
す
方
、必
見
！

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

医
療
大
な
ら
で
は
の「
学
び
」の
体
感
を
！

湘
南
医
療
大
学

リ
ハ
ビ
リ
現
場
か
ら

達
成
感
と
感
動
の
職
業
・
セ
ラ
ピ
ス
ト

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

小規模でアットホームな生活と
万全な医療サポートを両立

見学・個別相談を受付中

介護付有料老人ホーム・ナーシングローズヴィラ鎌倉

3



ふれあい東戸塚ホスピタル
糖尿病内科

織本 健司 院長

体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る

栄
養
指
導
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
運
動
療
法
、
脳
神
経
内

科
医
と
の
連
携
診
療
な
ど
、
当
院

は
『
チ
ー
ム
医
療
』
で
糖
尿
病
性

認
知
症
の
予
防
お
よ
び
診
療
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
当
院
の『
糖
尿
病
内
科
』

で
は
、
糖
尿
病
だ
け
で
な
く
、
内

科
一
般
を
診
察
で
き
る
医
師
が
担

当
し
て
お
り
、
患
者
さ
ま
を
総
合

的
に
診
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
糖
尿
病
に
対
す
る
不
安
や

治
療
は
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

治
療
の
副
作
用
が
懸
念
さ
れ
る

　
（
続
く
）「
ま
た
、
糖
尿
病
治
療

の
副
作
用
で
重
症
な
低
血
糖
が
起

き
る
と
、
認
知
症
を
引
き
起
こ
す

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
も
さ
け

ば
れ
て
い
ま
す
。
低
血
糖
発
作
の

発
現
は
、
認
知
症
リ
ス
ク
の
増
大

と
関
連
し
て
お
り
（
発
症
リ
ス
ク

が
２
倍
）、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

良
好
な
⾎
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
、

発
症
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
」

良
質
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

　
（
続
く
）「
当
院
（
ふ
れ
あ
い
東

戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
）
で
は
、『
持

続
血
糖
測
定
シ
ス
テ
ム
』
を
導
入

し
、
よ
り
き
め
の
細
か
い
良
質
な

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
行
な
え
る

２
．
５
倍
も
な
り
や
す
い

　
（
織
本
院
長
）「
近
年
、『
糖
尿

病
性
認
知
症
』
と
い
う
新
た
な
疾

患
概
念
が
提
唱
さ
れ
、
注
⽬
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
を
抱
え
て
い
る
方
は
、

一
般
の
方
に
比
べ
る
と
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
に
な
り
や
す

く
、
そ
の
リ
ス
ク
は
約
１
．
５
倍

に
も
上
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
脳

血
管
性
認
知
症
に
お
い
て
は
、
約

２
．
５
倍
も
な
り
や
す
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
」

　

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、「
糖
尿

病
内
科
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
担
当
医
の
織
本

健
司
院
長
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。〈
取
材
協
力
〉

産婦人科担当の（左から）武田早苗医師、
小林藍子部長、橋本誠司医師

などなど…

お心当たりないですか？？
もしかして、糖尿病かも！！！！

尿の回数が増えた
のどが異常に
渇くようになった
ダイエットしてないのに、
体重が急減している
疲れやすくなった

尿の回数が増えた
のどが異常に
渇くようになった
ダイエットしてないのに、
体重が急減している
疲れやすくなった

が
運
ば
れ
ず
、
脳
機
能
に
影
響
を

与
え
、
認
知
症
を
引
き
起
こ
す
と

い
う
訳
で
す
。

　

認
知
症
を
発
症
す
る
と
、
自
分

自
身
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
家
族

の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
発
症
し
て
か
ら
の

治
療
は
と
て
も
困
難
で
す
が
、
糖

尿
病
は
、
早
期
に
発
見
す
れ
ば
改

善
が
可
能
で
す
。

　

上
記
に
当
て
は
ま
る
人
や
、
糖

尿
病
が
心
配
な
人
は
、
専
門
的
に

診
て
も
ら
え
る
医
療
機
関
を
早
め

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

尿
病
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

脳
に
必
要
な
栄
養
が
い
か
な
い

　

認
知
症
は
、
脳
の
委
縮
が
原

因
で
起
き
る
症
状
で
す

が
、
ど
う
し
て
糖
尿
病

が
認
知
症
を
引
き
起
こ

す
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
、糖
尿
病
は
「
動

脈
硬
化
」
な
ど
を
起
こ

し
、
そ
れ
が
脳
の
血
管

を
詰
ま
ら
せ
ま
す
。
そ

し
て
脳
に
必
要
な
血
液

が
滞
り
、
酸
素
や
栄
養

　

認
知
症
は
、
大
き
く
分
類
す
る

と
、「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」「
血

管
性
認
知
症
」
な
ど
に
分
か
れ
ま

す
が
、
多
く
の
調
査
や
研
究
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
認
知
症
に
糖

分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
て
、
落
ち

着
く
』
と
の
声
を
頂
い
て
お
り
ま

す
」（
感
想
は
個
人
の
も
の
で
す
。）

産
院
の
途
中
変
更
先
と
し
て

　
「
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
拡
大
の
影
響
で
、
里
帰
り

出
産
の
中
止
や
、
長
距
離
移
動
へ

の
不
安
、
出
産
先
か
ら
の
受
け
入

れ
拒
否
な
ど
に
対
し
、
当
院
で
は
、

横
浜
市
内
で
の
分
娩
へ
ご
変
更
を

検
討
中
の
方
を
、
可
能
な
限
り
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。
分
娩
を
行

な
っ
て
い
な
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
妊
婦

健
診
を
受
診
中
の
方
も
、
ご
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。
同
院

☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１

チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
出
産
・
育
児

に
向
け
た
安
心
・
安
全
な
分
娩
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
」

ホ
テ
ル
の
よ
う
な
居
心
地

　
「
関
内
駅
徒
歩
３
分
と
い
う
立

地
に
加
え
、
ホ
テ
ル
（
建
物
の
前

身
は
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
）
の
よ
う
な

ク
オ
リ
テ
ィ
を
維
持
し
、
ア
メ
ニ

テ
ィ
の
ほ
か
、
病
室
で
は
大
部
屋

だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

重
視
し
た
個
室
も
用
意
し
て
お
り

ま
す
。『
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
い

る
よ
う
で
、
想
像
し
て
い
た
入
院

と
違
っ
た
』『
ベ
ッ
ド
回
り
に
十

き
た
実
績
あ
る
産
婦
人
科
で
す
。

平
日
の
ほ
か
土
曜
日
も
開
院

　

同
院
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
よ
う
に

話
し
て
い
ま
す
。「
当
院
は
、
日

本
産
科
婦
人
科
学
会
専
門
医
資
格

を
も
つ
常
勤
医
師
の
ほ
か
、
大
学

病
院
な
ど
の
非
常
勤
医
師
が
、
月

～
土
曜
日
に
外
来
診
察
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。
特
に
女
性
医
師
が

常
勤
で
お
り
ま
す
の
で
、
悩
み
を

相
談
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

病
棟
の
看
護
ス
タ
ッ
フ
は
、
全

員
が
助
産
師
の
資
格
を
保
有
し
て

い
ま
す
の
で
、
医
師
と
助
産
師
が

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
は

開
院
時
（
２
０
０
２
年
）
か
ら
産

婦
人
科
を
設
置
し
て
い
る
地
域
病

院
で
す
。
通
院
者
に
対
し
、
緊
急

入
院
や
帝
王
切
開
術
を
含
む
24
時

間
３
６
５
日
の
対
応
を
行
な
っ
て

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
産
婦
人
科
で
は
、
休
日
を
除
い
た
全
て
の
日
に

外
来
が
あ
り
ま
す
。
感
染
症
流
行
の
影
響
で
里
帰
り
出
産
を
中
止
し
、
新
し
い
分

娩
病
院
を
探
し
て
い
る
人
も
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。　
〈
取
材
協
力
〉

ふれあい横浜ホスピタルの受付ロビー

周産期（子）の死亡率（出産1000人対）・2012年

死産比 新生児
死亡率

ニュージー
ランド

スウェー
デン

シンガ
ポール

日 本 2.6 1.8 0.7

3.7 2.6 1.1

4.1 2.8 1.4

4.5 2.7 1.7

4.7 3.8 0.9

4.7 2.6 2.1

イタリア

スペイン

資料／厚労省「周産期医療体制のあり方に関する検討会」など
＊国際比較のため、２８週以降の死産＋早期新生児死亡で計算

周産期 
死亡率＊
周産期 
死亡率＊

極めて低い

（ ）妊娠２８週
以降

て
は
、
妊
娠
を
望
む
こ
と
か
ら
悩

み
は
始
ま
り
、
出
産
後
は
子
ど
も

の
発
病
と
自
身
の
持
病
な
ど
、
一

連
の
不
安
が
つ
の
り
ま
す
。
特
に

近
年
、
日
本
で
は
晩
婚
化
が
急
激

に
進
み
、
30
代
後
半
～
40
代
で
初

め
て
出
産
す
る
女
性
は
珍
し
く
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
周
産

期
は
、
よ
り
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
は
「
妊
婦
健
診
」
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
身
体
的
な
検
査

だ
け
で
な
く
、
悩
み
や
心
配
事
を

相
談
で
き
る
体
制
が
あ
る
の
で
、

信
頼
で
き
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
い

る
産
婦
人
科
や
病
院
を
受
診
し
、

安
心
感
あ
る
周
産
期
を
過
ご
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。た
だ
単
に「
分

娩
機
関
」
と
し
て
選
ぶ
の
で
は
な

く
、
長
期
的
な
ケ
ア
や
、
自
分
に

必
要
な
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る

「
か
か
り
つ
け
産
婦
人
科
」
と
し

て
、
検
討
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
成
り
立
つ
こ
と
な

の
で
す
。

晩
婚
・
育
児
な
ど
悩
み
が
多
い

　

そ
も
そ
も
、
出
産
は
リ
ス
ク
を

と
も
な
う
も
の
で
す
。

　

妊
娠
～
出
産
後
ま
で
の
期
間
を

「
周
産
期
」
と
い
い
、
こ
の
時
期

に
妊
婦
が
注
意
す
べ
き
こ
と
は
多

く
、
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
不

安
定
に
な
り
や
す
い
状
態
で
す
。

　

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
出
産
は

ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

病
気
を
抱
え
て
い
る
女
性
に
と
っ

て
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
」
な
ど
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
実
は
、
こ
れ
は
医
療

や
衛
生
環
境
が
整
っ
て
い
る
日
本

　

い
わ
ゆ
る
“
病
気
で
は
な
い
”

お
産
に
つ
い
て
、
現
代
で
は
、「
母

子
と
も
に
安
全
な
出
産
」「
妊
娠

中
に
安
心
で
き
る
環
境
」「
子
育

　

産
婦
人
科
は
、
分
娩
だ
け
で
は
な
く
、
妊
娠
前
か
ら
出
産
後
の
子
育
て
ま
で
、

総
合
的
な
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
周
産
期
は
、

ナ
イ
ー
ブ
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045‐827‐2637
糖尿病内科 月

戸塚区上品濃16‐8 

午前 火 午前 土午後

横浜新道

湘南医療大学
公園

西口
東戸塚

ココ

住所／中区万代町2-3-3住所／中区万代町2-3-3

今月のイチオシ

Recruit Information

夢、広がる。
仕事、見つかる。
俺、頑張る。

該当資格免許必須

正社員

車免許必須

補助有

キャリアアップ制度有

正 補

ユニフォーム貸与
まずはお電話またはメールで
ご連絡ください。必要書類など
をお伝えいたします。

応 

募
☎0467-84-6680
FandY@fureai-g.or.jp（採用担当）

有限会社 エフ．アンド．ユアライフ
〒253-0084 神奈川県茅ヶ崎市円蔵370-20 ３F

設備工事・管理・点検 現場エリア／横浜・大和・茅ヶ崎ほか

堅実な医療グループでの点検・修繕作業現場で使える
資格を活かして

年間１２１日＋夏季休暇３日、年次有給休暇、慶弔休暇 ほか休 日

8：30～17：30（休憩６０分）時 間 賞 与 昇 給

各種保険完備、ユニフォーム貸与、交通費支給（上限５万円）、医療費補助（指定病院・薬局で全額） ほか待 遇

年３回（昨年実績４カ月分） 年１回

職 種
・

  給 与※

● 消防設備士（甲種）　　　　　　　 　              想定年収 ４００万円以上〈経験３年以上の場合〉

● 管工事施工管理技士（１級または２級）　    　想定年収 ４００万円以上 〈経験３年以上 ・２級の場合〉

● 貯水槽清掃作業従事者　　　　　　　　 想定年収 350万円以上〈経験３年以上の場合〉

やる気と経験を必要としています！！！！

●電気主任
   技術者
●電気工事士
　　　　　  など

●電気主任
   技術者
●電気工事士
　　　　　  など

このほかこのほか

募集中！募集中！
※表示給与は目安。経験内容や能力によって個々に決定します。試用期間３カ月あり。

糖
尿
病
が
引
き
起
こ
す
認
知
症
の
大
き
な
リ
ス
ク

　
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
織
本
健
司 

院
長

早
め
の
糖
尿
病
治
療
で
合
併
症
の
回
避
を

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
産
婦
人
科

　 

「
里
帰
り
出
産
を
断
念
さ
れ
た
方
、　
　
　
　

　
　
　
　
　
　  

当
院
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
」

　   

初
め
て
の
出
産
で
も

　
　
　
　
　   

安
心
で
き
る
産
婦
人
科
と
は

2020年６月
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